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研究成果の概要（和文）：　本研究は、日米欧の先進諸国を対象として、専門性の政治的な存立要件、すなわち、諸分
野の専門性・専門家がいかなる条件で政治的に活用されるようになるのかについて、歴史的淵源と現代の諸政策の両者
に配慮しつつ検討した。
　研究の結果、専門性の政治的存立要件については、第一に、専門家対民主主義の二項対立の図式を超えて、政策分野
や時代により多様性があること、第二に、現代では専門性の活用のためにさまざまな協働の試みが模索され、専門性の
共有ともいうべき状況が生じていること、第三に、政治体制の制度面での個人化（選挙制度・執政制度など）、党派化
の度合いとの間に一定の相関関係が存在しうること、などが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）： This study analyses the political conditions for expertise, that is, the 
conditions under which experts and expertise in various areas can be politically utilized, focusing on 
both historical origins and contemporary policies.
 As results of our study, we have discovered the following. Firstly, the dichotomy between experts and 
democracy doesn't always apply. There exist variations across policy areas and times in the political 
conditions of expertise. Secondly, various attempts of collaboration have been made in order to utilise 
expertise, and a situation that can be called "sharing of expertise" is arising in modern politics. 
Thirdly, there is a certain correlation between the political conditions of expertise on the one hand, 
and personalisation of political institutions and partisanisation on the other hand.

研究分野：政治学
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１．研究開始当初の背景 
本研究課題は、前身に「先進諸国の経済政
策形成における専門性の役割―デモクラシ
ーとの『相克』と『和解』」（平成 19-22 年度・
研究代表者、高橋直樹）を持ち、その成果を
踏まえて、より発展的な形で専門性の政治に
ついて研究を行おうとするものである。前研
究課題では、経済政策形成における専門性の
役割を民主的意思決定との潜在的な対抗関
係という図式で検討した。しかし、専門性に
関する先行研究の状況もあり、二つの点でさ
らに本格的な分析の必要が意識されるよう
になった。第一に、先行研究では専門性や専
門家といった基本概念に関する理解が錯綜
しており、それらを理論的に整理するのに精
力を注がざるをえず、実証分析を通じて専門
性の政治を本格的にモデル化する作業が残
された。第二に、専門性対民主主義という古
典的ともいえる二項対立の図式は単純にす
ぎ、よりニュアンスある形で両者の関係を理
解する必要が意識されるようになった。本研
究課題では、これらを踏まえて専門性の活用
を支える政治的条件、つまり専門性の政治的
な存立要件に焦点を当てて考察を進めるこ
ととした。 
 
２．研究の目的 
本研究課題は、専門性に関する先行研究や
前回の研究課題の分析が抱えるいくつかの
限界を乗り越えて、専門性の政治的な存立要
件に関して総合的理解を提示することを目
的としている。すなわち、現代と歴史、政策
当事者（非専門家）と専門家、そして政府内
外の専門家をいずれも視野に入れつつ、専門
家について専門性に加え選好や利害といっ
た他の動機付けも加味しながら分析を進め、
その知見をまとめることで専門性の政治的
存立要件について総合的な理解を提供する
ことを目指すものである。 

 
３．研究の方法 
本研究課題の遂行にあたっては、「全体総
括」、「政府内外の専門家とその相互作用」「政
府外専門家と諸政策」「政府内専門家と諸政
策」の４つの班を編成して、政府内外の専門
家の相互作用や諸政策における役割を分担
するとともに、年に数回の研究会を行うこと
を通じて、全体統括の下で密接に協力しつつ
分析を進めた。１年目には理論的実証的基礎
の構築、２年目には専門性の存立要件の枠組
確定と中間成果公表、３年目には考察の深化
と最終成果準備、４年目には最終成果まとめ
とレビューという形で段階を踏みながら、理
論的・実証的研究を相互補完的に深めていっ
た。現在、最終成果の公刊に向けて準備中で
ある。 
 
４．研究成果 
上記のような分析・検討の結果として、専門
性の政治的な成立要件については、次のよう

な知見を得た。 
 まず本企画の前身となる『専門性の政治
学』に関して新規参加の分担者（苅田・牧原）
による書評から研究会を始動させ、科学技術
社会論分野の専門家からのコメントも得な
がら、専門性および専門家を政治的・社会経
済的文脈の中で捉え直す重要性を確認した。
その後、平均して年 3回の研究会および関連
学会などの報告を通じて、専門性の理論的基
礎に関する探究を念頭に置きながら、具体的
な政策領域の中での考察を進めた。 
 まず分野別に進めた研究作業との関連か
ら、［1］理論的基礎としては、岡山・苅田が
扱った。岡山は、専門性をめぐる各国・国際
関係の評価については、専門性をめぐる争点
の難易度や専門家間の合意が重要であるこ
とを主張した。苅田は、アメリカの社会科学
の組織化との関連で、社会科学が当初から具
体的分野への応用を意識して発展していく
場合があることを明らかにした  
 ［2］具体的専門職にかかわる研究では、
内山が、それぞれ日本との比較においてモデ
ルとなるイギリスの政官関係の変化を政府
エコノミストを軸に検討し、政治家との対話
と協働の重要性を明らかにした。藤田はイギ
リスの公務員制度改革をインタビューなど
実証的調査の成果を踏まえて検討し、労働党
政権と保守自由連立政権の間で党派性が相
違を生み出す要因として作用していること
を発見した。伊藤正次は、災害復興などを含
む行政機関の多機関連携が、従来機関ごとに
専門性を大きく変質させていること、非専門
家と専門家の連携・協働が今後の行政にとっ
て重要であると論じた。 
 ［3］さらに、特に近年争点化している法
律分野については、岡山がアメリカ行政国家
の発展において、非法律分野にまで裁判所モ
デルが影響を及ぼしたことを歴史史料から
明らかにした。これに対して鹿毛は、日本の
裁判員制度において計量分析を行い、裁判員
制度導入のリスクがありながら同制度が導
入された理由として官僚の「社会」「世論」
意識の発達を見出した。 
［4］社会経済政策分野では、伊藤武が戦後
ヨーロッパ形成期の経済テクノクラートに
ついて、英仏独伊を横断するオルド自由主義
的アプローチの存在と当時の国際政治経済
体制の影響による独自性獲得の過程を検証
した。石垣は日米英の医療制度改革を比較し、
疫学などの研究者や行政官などからなる認
識共同体の役割の大きさと専門分野特化の
効果を明らかにした。 
［5］国際関係分野では、EU のコミトロジー
を考察した川嶋が、ヨーロッパ統合に実質を
与えている法統合と経済統合の両者を、専門
的知識に基づく規制の執行が結び付けてい
ることを明らかにした。杉之原は、グローバ
ル金融危機後の国際金融ガバナンスについ
て、G20 の下で、従来分断されていたテクノ
クラートと政治リーダーが協働する仕組み



が成立したが、通貨安の選好バイアスが存在
していることを主張した。 
 この他、分担者以外にも、外部専門家の知
見から、専門性の存立条件の基礎と他分野の
条件を考察した。科学技術社会論の専門家か
らコメントを得た結果、専門性の社会的文
脈・政治的過程の影響の重要性を認識した。
また、南カリフォルニア大学の Jacques 
Hymans 氏による原子力開発問題をめぐる報
告からは、独裁制など個人支配が専門性の活
用に否定的影響を与えることが指摘された。 
 以上から、専門性の政治的存立要件につい
ては、第一に、専門家対民主主義の二項対立
の図式を超えて、政策分野や時代により多様
性があること、第二に、現代では専門性の活
用のためにさまざまな協働の試みが模索さ
れ、専門性の共有ともいうべき状況が生じて
いること、第三に、政治体制の制度面での個
人化（選挙制度・執政制度など）、党派化の
度合いとの間に一定の相関関係が存在しう
ること、などが明らかとなった。 
 このような観点から、平成 27 年度中に論
文集の形で成果を刊行することを目指して
いる。さらに、今後の課題としては、専門家
と非専門家の関係が重要であることが明ら
かになったため、次の企画ではこの側面に注
力して研究を続けたい。 
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